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「魚油に多く含まれるオメガ３脂肪酸が皮膚アレルギー反応を 

抑制する機序の解明」 

概要 

 

１．背景 

魚油に多く含まれるエイコサペンタエン酸（ＥＰＡ）やドコサヘキサエン酸（ＤＨＡ）といったオメガ

３脂肪酸は、古くから様々な病態において炎症抑制作用があることが知られておりました。オメガ３脂

肪酸はヒトでは体内で生成できませんが、食べ物から摂取され体内で代謝され、種々の抗炎症性物質が

生成されることが知られています。しかし、その抗炎症作用のメカニズムはいまだ不明な点が多く残さ

れています。また、皮膚アレルギー反応における作用についてはほとんど解析が進んでおりませんでし

た。 

 我々は、オメガ３脂肪酸由来の脂質代謝物の一種である「レゾルビン E1」が、皮膚アレルギー反応で

重要な働きを担う樹状細胞の機能を制御して、皮膚アレルギー反応に抑制効果を有することを世界で初

めて証明しました。 

 

２．研究手法・成果 

 まず、レゾルビン E１による皮膚アレルギー反応の抑制効果を評価するため、皮膚アレルギー反応の一

種である接触皮膚炎（かぶれ）モデルを用いて検討いたしました。マウスの皮膚にアレルギー物質を塗布

し皮膚炎を誘導したところ、レゾルビン E1 の投与によって皮膚炎が抑制されることが分かりました。次

にレゾルビン E1 の生体内での作用機序を検討したところ、レゾルビン E1 の投与により皮膚の樹状細胞

の動きが低下することがわかりました。さらに、樹状細胞の動きが低下する結果として、かぶれ反応を直

接に引き起こす「T細胞」という免疫細胞の活性化が障害され、かぶれ反応が抑制されることがわかりま

した。 

 

３．波及効果 

以上より、今回の我々の研究を介して、オメガ３脂肪酸が皮膚アレルギー反応を改善させうること、ま

たそのメカニズムを、世界で初めて証明しました。今回の研究成果に基づき、オメガ３脂肪酸をターゲッ

トとしたアレルギー疾患の新たな治療法の開発が今後期待されます。 

 

４．今後の予定 

 オメガ３脂肪酸由来の脂質代謝物は多数存在し、まだまだ未知の抗炎症物質と作用があると考えられ

ます。また、食由来の物質であることから、安全性は極めて高いと考えられます。今後は、レゾルビン E1

以外の脂質代謝物にもターゲットを広げ、その抗炎症作用とメカニズムを検証し、皮膚アレルギー反応

の改善につながる成果を目指したいと考えています。 
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＜用語解説＞ 

樹状細胞：免疫の司令塔とも呼ばれる、重要な免疫細胞の一種です。皮膚を含め、全身のほぼ全ての臓器

に分布しています。樹状細胞からのシグナルにより、各種免疫反応の方向性、程度が決定されます。 


